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三原つつじを育てる会では、三原自然公園を春は

ツツジ、秋は紅葉で楽しめる場所にしたいということ

で、ここ２年、｢緑と水の森林基金｣で整備作業を行っ

ています。平成１６年にツツジを植え、毎月ボランティ

アで草を刈り、追加の植樹もしています。２月２３日、こ 

の日も整備作業

を行いました。

ツツジの木に、

もうじき咲きそう

なふっくらと膨ら

んだつぼみを見

つけました。 

｢むろと２０００本桜の会｣は、室戸広域公

園を桜の咲く憩いの場にしようと意欲的な

活動をしています。平成１６年春から３２種

類の桜を約１６００本植樹。これらの桜の育

成に、｢緑の募金｣が活用されています。 

 

 

緑の募金公募事業に申請し、草刈りや

肥料やり等の資金の一部として育成作業

を実施。高知新聞にもとり上げられました

が、今年２月に、花が咲きました。２月２７

日、公園を訪れると３種類の桜の花が美し

く咲いていました。同会は、３月１５日(日)

に公園で桜のお祭りを行うそうです。 

(左)ダイドー･タケナカビバレッジ株式会社・代表
取締役竹中幸市様(室戸市)より、今年も30万円を
ご寄付いただきました。５月の当会通常総会で感謝状贈呈。 
(右)卓越技能者｢現代の名工｣(厚生労働省が全国か
ら卓越した技能を持つ方を表彰するもの)に、平成
20 年度造園業で表彰された佐々木秀人様(南国市)
より、祝賀会の席上で20万円の緑の募金をいただ
き、高知県知事感謝状※を当会副理事長熊瀬幸助よ
り贈呈いたしました。(※高知県緑の募金顕彰規程による) 
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(社)国土緑化推進機構では、平成１４年度から

「もりのくに・にっぽん」運動として、森に関わる生

業のうち、優れた技を極め、他の技術・技能等の 

模範となっている

達人を｢森の名手・

名人｣として、毎年

全国で１００名程度

を選定しており、今

年は当県から２名の

方が選ばれました。 

森の名手･名人【森づくり部門】 山師 杉藤 賢一郎さん 
安芸市井ノ口に生まれ、父親と同じ林業に従事され、その

後馬路村森林組合に就職。組合では伐採搬出作業を専門と
してこられました。馬路村は、９６％が山林でその７５％が国有

林。氏は、魚梁瀬杉を有する魚梁瀬で大径木の伐採や保育

間伐に従事。その技術は森林組合からも信頼が厚く、ヘリコ
プター集材の対象となる大径木のほとんどの伐採を担当。ま

た、条件の厳しい伐木作業も任せられています。 

森の名手･名人【加工部門】 竹細工 武森 誠寛さん 
土佐市家俊の竹細工の日用品を作っていた家に生まれ、

竹の特性を熟知。製品となる竹細工のデザインを行ってお
り、効率的に竹を細く加工できる器具も、みずからが考案し

ています。県外で使う冠婚葬祭用の竹の盛籠を作っており、

品質の良さに対する信用が大きく、沖縄以外の全国各地に
販路を持っています。籠を編む２０名の方は家庭で作業を行

っており、地域の雇用にも大いに貢献しています。 
▲四国山の日に認定証を授与しました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校環境緑化モデル事業として整

備したビオトープづくり。保護者や地 

域も協力し、

２月２０日に、

完成式典と記

念植樹を行

いました。 
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レジ袋を断ることが緑につながる

等の普及パネル展をサニーアクシ

スいの店で１２月に５日間行いまし

た。期間中の２３日（火･祝）に、間

伐材を使うちょっと本格的なミニ門

松づくり体験教室を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

ノコギリとナタを使うので、ナタを

初めて使う子ども達も苦労しながら

も、割れていくとおもしろくなって熱

中して作っていました。 

 

今年度は、高知新聞折

込みフリーペーパー 

ｋ+
ケープラス

に森のことをもっと知ってほし 

いと、ｋ+が取材し

た特集記事を６

回掲載していま

す。最新 vol.２６

は、｢シカと闘う、

ゆずの村｣。ぜひ

ご覧ください。 

▲シカに食われたユズの木はとても痛々しい。 
  住む人々の生の声を聞くことができます。 

巨樹ツアーで巡った旧窪川町弘

見の杉 、志和では「四万十街

道ひなまつり」も楽しんだ  。海

山交流で、力を合わせて網を引

く子ども達  、思わぬ大量に万

歳三唱  。轟の滝入り口  。 

 まだあまり知られていない桜の巨木。地元からの相談もあり、高知県緑サポ

ーター会が樹木医さんの協力を得て、治療。周りの日当たりも良くなりました。 

▲香美市土佐山田町松本地区の「じんべえ桜」 ▲安芸市穴内の八幡宮にある桜（背景左側） 
この事業は｢緑の募金｣を原資としています。 
（ローソン店頭の設置募金箱への寄付が原資） 

２月に実施された｢緑と水の森林基金｣の４つの取り組みを紹介します。 

須崎緑と水の会では、調査した四万十町･里山の巨樹･古木１２０本を調

査。冊子の完成を機に、｢巨樹･古木･気になる木巡りツアー｣を、２月２２日

（旧窪川エリア）と３月１日(旧大正町＆十和村)に実施しました。 

海山交流として、香南市の岸本小学校と南国市の奈路小学校が２月２６

日に交流行事を行いました。岸本小学校で歓迎セレモニーを行い、県立

月見山こどもの森で｢森の学習｣をして、午後から森－海とのつながりを学

ぶため、両校１～４年生が力を合わせて網を引きました。 

幡多緑と水の会は、２月２８日、擂
す り

鉢
ば ち

轟
とどろき

の滝(黒潮町)までの登山道を整

備しました。知る人ぞ知る滝ですが、なかなか訪れ甲斐のある滝です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表紙で紹介した三原つつじを育てる会の活動も含めてこの基金が活用さ

れています。これらの４つは、地域の活性化や森林環境学習のために、平

成２０年度緑と水の森林基金事業として当会が助成しています。この基金

事業は中央公募もあり、本年度採用された事業の一部を紹介します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、須崎市の全保育園に緑の募金箱

の設置のご協力をいただきました。そこで 

１～３月に須崎

市の保育園に

木のおもちゃ

を貸し出して、

木のやさしさに

ふれあって遊

んでいただい

ています。 

・緑の募金に関するお問い合わせ 
・緑の募金事業に関するお問い合わせ 

社団法人 高知県森と緑の会 
〒782-0078 
高知県香美市土佐山田町大平 80 
高知県森林総合センター内 
TEL：0887-52-0072 FAX：0887-52-4177 
E-mail info@moritomidori.com 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.moritomidori.com/ 
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高知県緑サポーター会、日本樹木医会高知県支部、(社)高知県

造園業協会、(社)高知県森と緑の会が共催で、２月２１日(土)、樹木

医セミナーステップアップ講座を四国森林管理局で開催しました。 

２つの講義で構成。県外から２人の講師をお招きし、｢樹木の診

断・治療－木を診る・木を読む・木を語る｣(堀大才氏･ＮＰＯ

法人樹木生態研究会代表理事･東京都)、｢緑化樹の健全な成育

を目指して｣(増田拓朗氏･香川大学工学部教授 農学博士)と題

した講演を聞きました。参加者は、造園業関係者､高知県､高知市､ 

四国４県の樹木医

や緑サポーター等

総勢１００名を超

え、関わりの深い緑

化樹等の話を聞く

ことができました。 

午後は四国森林

管理局主催の県産

材シンポジウムに

参加しました。 ▲木にまつわる話を興味深く聞き、よい勉強になりました 

前号以降、賛助会員に新たに入会

いただきました。（１月末現在：６９団体、１９個人） 

■個人／受田浩之、川合研兒 ※順不同 

賛助会員は、随時募集しています。詳しくは事務局まで。 

森と緑の会の前身、高知県緑化推進委員会の時に県内各地の
巨樹に看板が立てられました。10 年以上経った今、再びそ
れらの木に会いに行って特集しています。 

奈路の神妙杉（高岡郡四万十町（旧窪川町）奈路) 

 この場所は昔から大杉駄場と呼ばれており、江戸時代、ここに

は神妙宮という神社があり、境内にあったこの杉は、神木として 

地区民から崇敬せ

られ親しまれてい

た。根廻り６．５ｍ､

樹高約２０ｍ､樹齢

推定５００年。３ペー

ジの巨木巡りにこの

杉も含まれ、樹形か

ら飫肥杉ではないか

ということです。 

巨樹･古木⑧ 

昨年に引き続き、１月２５日に香美市で

三嶺の森をまもるみんなの会が主催シンポ

ジウムを開催。徳島県｢三嶺
み う ね

の自然を守る

会｣を含むみんなの会の４名がシカの食害

の現況報告をし、東京農工大学･梶光一教 

授からエゾシカ

の研究報告や

先進的な取り組

み等の講演をい

ただきました。 

■｢みどりの週間行事｣ 毎年恒例。４月

11～13日です。■21年度樹木医セミナー 今年も５～

９月の６回で行います。事務局までお問い合せください。

■三嶺の森をまもるみんなの会活動第７弾 ４月 11日に

ササの食害防止柵を設置します。是非参加協力ください。

申し込みは0887-52-0087（H21緑の募金公募事業） 

■ ＮＣＢ緑の募金カード 
環境貢献型カード。これでふつうにお買
い物するだけで緑に。入会金・年会費無料。 

■ ほっと一息！森づくり！ 
～「緑の募金」自動販売機 ～ 
同じ飲むなら｢緑の募金｣自動販売機。対
象販売機には、緑の募金の標示がされてい
ます。協力企業は下記の３社です。 
・ダイドードリンコ 
・四国キヤンティーン(コカ･コーラ系列)  
・岸田サービス（サントリー･アサヒ･ポッカ･大塚製薬･ネッスル） 

■ ハーティカードで森づくり！ 
たまったポイントで気軽にご寄付。サニ
ーマート全店舗設置のハーティポイント交
換機で、｢緑の募金｣ボタンをチョイス！ 


